
も

、、

昭和54年1月16日発行

　　第230号

新潟県松代町公民館

電話松代7－230斗番

印刷●松代印刷所

謬蹄鯉

　　　　　　　；＝：＝∫＝i；＝

顕
讐

羨あ
一
．
ゆ
毫

、
O

　　　頭準
　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
今
年
の
新
春
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
、

お
だ
や
か
な
正
月
を
過
ご
さ
れ
た
事
と

存
じ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
生
産
調
整
旋
風
の
中
に
年

が
明
け
、
二
月
に
は
希
れ
に
み
る
豪
雪
、

六
月
に
は
豪
雨
に
よ
る
大
災
害
が
発
生

す
る
な
ど
、
大
変
な
年
で
あ
り
ま
し
た

が
、
町
民
各
位
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら

身
も
心
も
引
き
締
め
て
、

町
政
執
行
の
重
責
に
当

っ
て
参
り
ま
し
た
結
果
、

こ
れ
ら
諸
問
題
も
無
事

切
り
抜
け
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ご
同
慶
に

堪
え
な
い
と
共
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
政
府
の
懸
命
な
景
気

浮
揚
対
策
に
も
か
＼
わ

ら
ず
、
景
気
は
依
然
と

し
て
低
迷
状
態
に
あ
り
、

不
況
の
問
題
と
共
に
雇

用
問
題
も
大
き
な
社
会

問
題
化
し
て
来
て
お
り

ま
す
。

　
景
気
の
低
迷
は
、
町

の
行
財
政
に
及
ぼ
す
影

響
も
極
め
て
大
き
く
、

五
十
四
年
度
は
か
っ
て

な
い
深
刻
な
財
政
難
に

遭
遇
し
て
お
り
ま
す
。

　
極
め
て
厳
し
い
財
政

事
情
で
あ
り
ま
す
が
、

創
意
と
工
夫
に
よ
り
町
民
所
得
と
福
祉

の
向
上
、
教
育
の
振
興
等
に
全
力
を
上

げ
て
取
り
組
ん
で
ゅ
く
覚
悟
で
あ
り
ま

す
。　

当
面
の
問
題
に
つ
い
て
若
干
申
し
上

げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
町
の
基
幹
産
業
の
農
業
で
は
、
機

械
に
よ
る
省
力
化
を
図
る
た
め
、
農
道

の
新
設
改
良
舗
装
、
圃
場
整
備
を
継
続

実
施
す
る
と
共
に
、
葉
た
は
こ
、
畜
産
、

養
蚕
そ
の
他
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
推

進
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
教
育
で
は
、
統
合
中
学
校
の
本
校
舎

が
立
派
に
完
工
し
、
い
よ
い
よ
四
月
か

ら
開
校
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
蓬
平
、

儀
明
、
莇
平
の
分
校
を
四
月
か
ら
本
校

に
昇
格
さ
せ
独
立
校
と
し
て
開
校
す
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
教
育
効
果
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
他
町
民
の

体
力
作
り
、
社
会
教
育
の
振
興
に
も
一

層
力
を
入
れ
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　
中
学
の
統
合
に
伴
う
空
き
校
舎
の
利

用
に
つ
い
て
は
、
松
代
中
学
校
あ
と
は

将
来
町
民
の
体
育
施
設
に
利
用
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
山
平
中
学
校
あ

と
へ
は
有
名
大
学
の
進
出
の
話
し
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
奴
奈
川
中
学
校
あ
と

へ
は
工
場
を
誘
致
す
る
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　
十
数
年
来
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
、

登
記
所
統
廃
合
の
問
題
は
、
法
務
当
局

と
積
極
的
に
話
し
を
進
め
て
来
た
結
果

こ
の
程
よ
う
や
く
目
途
が
つ
き
、
本
年

度
中
に
役
場
裏
に
新
庁
舎
を
新
築
し
、

松
代
、
松
之
山
両
町
の
出
張
所
が
来
春

か
ら
統
合
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　
先
程
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
奴
奈

川
中
学
校
あ
と
へ
誘
致
す
る
工
場
は
、

本
年
五
月
上
旬
に
操
業
が
開
始
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
し
、
松
代
町
に
は
、

こ
N
数
年
の
間
に
す
で
に
六
つ
の
工
場

が
進
出
し
営
業
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
問
題
は
従
業
員
の
確
保
に
あ
る
よ

う
で
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
地
元

の
工
場
に
就
職
さ
れ
、
過
疎
化
の
歯
止

め
に
な
れ
は
と
期
待
し
念
願
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
町
民
待
望
の
北
越
北
線
も
昨
年
六
月

犬
伏
・
十
日
町
間
の
薬
師
峠
ト
ン
ネ
ル

が
貫
通
し
、
松
代
・
犬
伏
間
も
今
春
に

は
着
工
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
開
通
に

向
け
て
一
歩
も
二
歩
も
前
進
し
て
お
り

ま
す
。

　
国
道
二
五
三
号
線
は
、
い
よ
い
よ
今

年
の
冬
に
は
松
代
・
十
日
町
間
を
無
雪

化
し
て
車
を
通
す
べ
く
鋭
意
努
力
中
で

あ
り
ま
す
。

　
冬
期
交
通
網
の
整
備
、
工
場
の
進
出

な
ど
松
代
町
も
よ
う
や
く
曙
光
が
見
え

始
め
た
感
じ
が
い
た
し
ま
す
。
お
互
い

に
希
望
を
持
ち
な
が
ら
努
力
を
続
け
て

参
り
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　
終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
各
位

の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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1
2
月
1
8
日
町
議
会
第
四
回
定
例
会
が

招
集
さ
れ
、
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
1
1
件
の
案
件
が

付
議
．
議
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ
れ

た
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
報
告
事
項

◇
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
に
県
単
農
業

生
産
基
盤
整
備
事
業
費
一
千
九
六
二
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
一

億
七
千
一
九
八
万
八
千
円
と
専
決
処
分

し
た
こ
と
を
報
告
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
町
内
小
学
校
（
本
校
8
、
分
校
9
）

の
営
繕
関
係
に
つ
い
て
、
5
3
年
度
事
業

の
実
施
状
況
及
び
昭
和
5
4
年
度
の
要
望

事
項
の
視
察
、
調
査
報
告
が
あ
り
教
室

等
の
配
置
替
え
に
と
も
な
う
改
造
の
要

望
や
、
危
険
物
貯
蔵
施
設
、
非
常
階
段
、

一
般
備
品
に
つ
い
て
の
整
備
充
実
の
要

望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◇
産
業
経
済
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
室
野
．
太
平
・
池
尻
地
区
の
農
地
基

盤
整
備
事
業
や
林
道
田
沢
・
下
山
線
等

の
5
3
年
度
事
業
状
況
報
告
と
各
事
業
費

の
獲
得
と
道
路
舗
装
等
の
要
望
が
な
さ
・

れ
ま
し
た
。
又
、
近
代
化
施
設
の
整
備

事
業
で
は
集
落
開
発
セ
ン
タ
ー
の
内
部

施
設
の
充
実
。
6
・
2
6
災
害
に
つ
い
て

は
、
5
4
年
度
中
に
復
旧
工
事
が
完
了
す

る
よ
う
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◇
建
設
常
任
委
員
会
調
査
報
告

　
5
3
年
度
施
工
箇
所
の
調
査
報
告
と
、

54

年
度
新
規
事
業
と
継
続
箇
所
に
つ
い

て
の
要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
又
北
越

北
線
の
松
代
駅
前
道
路
地
区
に
つ
い
て

計
画
的
な
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う

要
望
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◇
社
会
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　
蒲
生
保
育
園
の
増
築
工
事
や
簡
易
水

道
建
設
事
業
等
の
施
設
工
事
関
係
の
事

業
施
行
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、

各
工
事
と
も
よ
く
施
工
さ
れ
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
蒲
生
保
育
園
増
築
工
事
（
遊
戯
室
・

　
事
務
室
・
物
置
等
）
延
3
4
・
78
、
彿

・
松
代
保
育
園

　
通
園
道
路
約
一
五
〇
m
を
舗
装

・
簡
易
水
道
は
峠
地
区
・
海
老
地
区
と

　
も
5
3
年
嬢
月
よ
り
給
水
。

。
老
人
憩
の
家
「
渋
海
荘
」

建
物
北
側
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
積
（
長
さ
4
2
m
、
巾
1
m
）

　
議
決
事
項

◇
松
代
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
人
事
院
勧
告
に
も
と
づ
き
、
5
3
年
4

月
1
日
に
さ
か
の
ぼ
り
平
均
3
・
5
9
％

の
給
与
の
増
額
及
び
扶
養
手
当
、
住
居

手
当
、
通
勤
手
当
等
を
改
定
し
ま
し
た
。

給
与
の
平
均
昇
給
額
は
四
、
四
三
五
円
。

◇
5
3
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
号
）
に
つ
い
て

（
第
6

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ

れ
ぞ
れ
一
、
八
九
〇
万
三
千
円
が
追
加

さ
れ
、
総
額
が
そ
れ
ぞ
れ
一
二
億
九
、

○
八
九
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
歳
入
」
主
な
も
の

・
地
方
交
付
税
　
　
二
、
〇
五
三
万
円

・
町
営
住
宅
使
用
料
増
　
一
四
一
万
円

・
県
支
出
金
　
　
　
　
　
一
四
九
万
円

・
儀
明
小
池
田
之
倉
線
土
地
貸
付
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
順
八
一
万
円

　
を
増
額

・
国
庫
補
助
金
　
五
二
四
万
円
を
減
額

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
給
与
改
定
に
よ
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
七
万
円

。
冬
期
保
安
要
員
報
償
改
定
に
よ
る
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
万
円

。
地
方
生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
万
円

・
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
扶
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
万
円

・
桑
い
縮
病
緊
急
対
策
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
万
円

。
農
免
農
道
工
事
負
担
金
　
七
〇
万
円

・
農
道
舗
装
測
量
設
計
委
託
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

・
農
業
機
械
購
入
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
万
円

・
土
地
使
用
料
（
儀
明
小
池
田
之
倉
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
万
円

・
除
雪
機
械
運
転
手
賃
金
二
五
〇
万
円

・
除
雪
機
械
燃
料
　
　
　
四
九
〇
万
円

・
除
雪
機
械
借
上
料
　
　
九
三
三
万
円

◇
議
第
4
号
　
松
代
町
国
民
健
康
保
険

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
「
歳
入
」
主
な
も
の

・
繰
越
金
　
　
　
　
　
　
三
〇
〇
万
円

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
償
還
金
　
　
　
　
　
　
二
九
三
万
円

　
事
業
勘
定
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

三
八
一
、
一
七
七
千
円
と
す
る
。
診
療

施
設
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
四
一
、

二
二
〇
千
円
と
す
る
。

◇
議
第
5
号
　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

「
歳
入
」
主
な
も
の

・
水
道
使
用
料
補
正
増
　
二
二
六
万
円

。
国
庫
補
助
金
　
一
八
六
万
円
と
町
債

　
二
、
七
三
〇
万
円
を
減
額
す
る
。

「
歳
出
」
主
な
も
の

・
給
与
改
定
に
よ
る
補
正
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
六
万
円

・
事
業
費
四
、
六
三
〇
万
円
を
減
額
す

　
る
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

四
四
、
九
四
一
千
円
を
減
額
し
総
額
そ

れ
ぞ
れ
二
八
二
、
七
九
四
千
円
と
す
る
。

◇
議
第
6
号
　
農
業
共
済
事
業
特
別
会

　
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

・
給
与
改
定
に
よ
る
補
正
増
八
一
乃
円

　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ

九
一
七
千
円
を
追
加
し
総
額
そ
れ
ぞ
れ

四
五
、
〇
五
七
千
円
と
す
る
。
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運
転
免
許

　
講
習
日
に
つ
い
て

安
塚
で
の
運
転
免
許
更
新
時
講
習
会

の
日
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

日
時

2
月
9
日
歪
・
器
日
歪

の
両
日
で
す
。

時
間
　
午
後
一
時
よ
り

場
所
　
安
塚
改
良
セ
ン
タ
ー

　
更
新
手
続
き
に
は
、
免
許
証
、
写
真

一
枚
、
収
入
証
紙
（
一
九
〇
〇
円
）
、

安
全
協
会
費
及
び
用
紙
代
（
普
一
〇
〇

〇
円
、
小
特
・
原
付
七
〇
〇
円
）
が
必

要
で
す
。

三
月
の
講
習
会
は
決
定
し
だ
い
広
報
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。



出
稼
先
訪
問
バ
ス
運
行

父
兄
の
出
稼
先
を
訪
問
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

　
遠
い
異
郷
の
地
へ
御
主
人
や
お
父
さ

ん
を
出
稼
ぎ
と
し
て
送
り
出
し
、
留
守

を
守
る
皆
さ
ん
方
の
御
苦
労
は
大
変
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
御
主
人

や
お
父
さ
ん
も
雪
の
故
郷
や
留
守
家
族

の
こ
と
を
思
い
望
郷
の
念
切
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　
県
の
計
画
に
よ
り
今
回
で
六
回
目
の

「
出
稼
先
訪
問
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
ま

す
。　

こ
れ
は
正
月
帰
省
バ
ス
と
は
逆
に
、

こ
ち
ら
か
ら
妻
な
ど
家
族
の
方
が
出
稼

先
へ
行
っ
て
、
仕
事
場
を
見
学
し
出
稼

者
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
は
げ
ま
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
運
行
計
画
は
左
記
の
と
お
り
で
す
の

で
多
数
ご
参
加
下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

一
、
　
運
行
計
画

　
L
　
　
コ
ー
ス

　
　
大
島
－
柏
崎
－
長
岡
ー
東
京
－
横

　
　
浜

　
　
三
月
二
日
午
前
八
時
ご
ろ
大
島
村

　
　
役
場
前
出
発

　
　
三
月
二
日
午
後
七
時
三
〇
分
ご
ろ

　
　
中
野
区
の
サ
ン
ブ
ラ
ザ
着

　
　
到
着
よ
り
四
日
午
後
九
時
三
〇
分

　
　
ま
で

　
　
三
月
四
日
午
後
九
時
三
〇
分
上
野

　
　
駅
み
ど
り
の
窓
口
前
に
集
合
し
午

　
　
後
十
時
三
十
分
出
発

　
　
東
京
都
内
　
往
復
八
千
四
百
円

　
　
神
奈
川
県
　
往
復
九
千
円

　
z
　
宿
　
舎

　
z
　
発
車
日
時
場
所

　
3
。
到
着
日
時
場
所

　
生
　
自
由
行
動

　
a
　
帰
る
日
時
及
び
集
合
場
所

二
、
　
経
　
費

　
ー
　
バ
ス
料
金

　
　
国
民
年
金
の
老
令
年
金
の
事
務
は
、

　
東
京
の
社
会
保
険
庁
で
行
わ
れ
て
い

　
ま
す
。
年
金
は
み
な
さ
ん
が
希
望
し

た
金
融
機
関
を
通

　
し
て
、
年
に
四
回

　
（
通
算
老
令
年
金

　
は
年
二
回
）
支
払

∞“

麟
嚢
縫
駐
．

v
　
　
お
早
目
に
〃

わ
れ
ま
す
。
こ
の

年
金
の
支
払
い
は
、

社
会
保
険
庁
が
毎

年
み
な
さ
ん
の
生

存
な
ど
を
確
認
し

た
う
え
で
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
が
年

金
を
引
続
い
て
受

け
る
た
め
に
は
、

年
一
回
社
会
保
険

現況届を忘れると

　　年金はストップされます

、
前
か
ら
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
必

ず
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
現

況
届
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
は
一
月
十

五
日
ご
ろ
ま
で
に
、
社
会
保
険
庁
か

ら
受
給
者
あ
て
に
直
接
郵
送
さ
れ
ま

す
。
受
給
者
の
み
な
さ
ん
は
そ
の
用

紙
に
、
住
所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え

　
（
押
印
を
忘
れ
ず
に
）
市
町
村
長
の

　
　
　
　
　
　
証
明
を
う
け
て
、
二

○
○
市
町
村

　
●

．
一
“

　
　
　
蓮
泓
屈

　
　
　
回
，

局

繊

庁
に
生
存
し
て
い
る
こ
と
の
証
明
を

提
出
し
な
け
れ
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
こ
と
を
現
況
届
（
国
民
年
金
受
給

権
者
現
況
届
）
と
い
い
ま
す
。
現
況

届
は
昭
和
五
十
三
年
二
月
十
五
日
以

月
十
五
日
ま
で
に
必

ず
社
会
保
険
庁
に
提

出
し
て
下
さ
い
。
な

お
現
況
届
が
期
限
ま

で
に
提
出
さ
れ
な
い

と
、
引
き
続
い
て
年

金
を
支
払
っ
て
よ
い

か
ど
う
か
の
判
断
が

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、

届
が
提
出
さ
れ
る
ま

で
の
間
年
金
の
支
払

を
一
時
差
し
止
め
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
な
お
用
紙
が
届

　
　
役
場
に
備
え
て

　
　
　
　
　
　
O

三
、

希
望
者
に
県
で
斡
旋
し
ま
す
。

宿
泊
料
一
人
二
、
八
○
○
円
～
三
、

五
〇
〇
円
前
後
（
食
事
別
）

申
込
方
法

一
月
三
十
一
日
ま
で
に
申
込
書

，
（
電
話
で
も
よ
い
）
に
よ
り
上
越

南
職
安
安
塚
出
張
所
又
は
、
役
場

職
業
係
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。

戸
籍
の
窓
口
か
ら

十
二
月
受
付
分
（
受
付
順
）

難砦

騒

　
　
　
　
父
幸
一

相
沢
銀
次
　
　
　
長
男
　
太
平
米
田
屋

　
　
　
　
母
敏
子

　
　
　
　
父
武
春

下
石
坂
千
鶴
　
　
長
女
　
松
代
東
建
設

　
　
　
　
母
京
子

　
　
　
　
父
俊
治

矢
沢
重
信
　
　
　
長
男
　
木
和
田
原

　
　
　
　
母
シ
ズ
子
　
　
　
　
東
屋

　
　
　
　
父
庄
市
郎

高
橋
卓
郎
　
　
　
長
男
　
太
平
庄
五
郎

　
　
　
　
母
ヤ
ス
子

　
　
　
　
父
岩
雄

仲
村
い
ず
み
　
　
長
女
　
儀
明
　
竹
根

　
　
　
　
母
千
代
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

柳
　
　
シ
ヨ

谷
沢
　
萬
治

井
上
ハ
ツ
ミ

室
岡
マ
ッ
ノ

佐
藤
正
与
喜

鈴
木
　
イ
シ

米持

　
正
市

室松清仙寺濁小

総鞍旱
屋鰺門

か
な
い
場
合
に
は
、

あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
下
さ
い

※
先
月
分
ご
け
っ
こ
ん
お
め
で
と
う
の

「
柳
勝
利
」
は
「
柳
勝
則
」
の
誤
り
で

す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

一人ロのうこき一
　　　1月1日現在

世帯数　1，938（十2）

人口男　3，754（十7）

　女3，803（一1）
　計7，557（十6）

　7

　7

14

亡
出
計

死
転
減

　5

15
20

生
入
計

出
転
増

（3）



保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

　
十
一
月
に
一
．
二
．
三
オ
児
半
幼
児

の
歯
の
検
診
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

受
診
結
果
は
表
一
の
と
お
り
で
す
。
発

育
状
態
は
殆
ん
ど
中
で
問
題
は
あ
り
ま

せ
ん
が
「
虫
歯
」
に
つ
い
て
ご
注
目
下

さ
い
。

〔表1〕

対　　象 出席（％ 虫　　　　　　歯

1才児半 37 35（946） 患者率
1人平均

本　数

最高保

持　者

2才児半 32 30（937） 34．3 1．2 8

3才児半 46 40（869） 65．6 4．1 18

育児学級 115 43（374） 79．5 4．54 14

　
一
年
毎
に
虫
歯
に
な
る
率
が
増
し
一

人
当
り
の
平
均
本
数
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。
一
オ
半
で
乳
歯
が
生
え
揃
う
前

に
七
～
八
本
も
虫
歯
が
あ
り
、
ま
た
、

や
っ
と
生
え
揃
っ
た
二
十
本
の
う
ち
十

四
本
～
十
八
本
も
虫
歯
で
は
、
果
物
や

野
菜
も
思
う
よ
う
に
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん

し
好
き
嫌
い
も
多
く
な
り
ま
す
。

　
一
人
で
も
一
本
で
も
虫
歯
を
少
く
し

た
い
と
、
一
昨
年
か
ら
松
代
病
院
の
陳

先
生
に
お
願
い
し
て
虫
歯
の
予
防
に
つ

い
て
お
話
を
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
が
、

出
席
者
が
少
く
が
っ
か
り
し
て
い
ま
す
。

虫
歯
予
防
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
予
防

方
法
を
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
虫
歯
は
病
気
で
す
。
早
く
み
つ
け
て

早
く
処
置
す
れ
は
、
い
つ
も
き
れ
い
な

歯
が
輝
い
て
い
ま
す
。

　
虫
歯
は
表
二
の
よ
う
に
要
素
が
三
つ

重
な
っ
た
時
に
発
生
し
ま
す
。

〔
表
二
〕細

就
司

　
　
虫
唐
凶

　
　
＼
！

、
心
、

　
、
・
、

＼

奔獣

吻

止凶

質八

　
無
菌
で
飼
っ
た
動
物
に
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
砂
糖
を
与
え
て
も
虫
歯
は
発
生
し

な
か
っ
た
と
い
う
研
究
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
菌
だ
け
で
は
虫
歯
に
な
り
ま
せ

ん
。
細
菌
と
砂
糖
が
あ
っ
て
も
歯
質
が

丈
夫
な
ら
虫
歯
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
虫
歯
は
他
の
病
気
と
違
っ
て
一
度
か

か
る
と
自
然
に
治
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
細
菌
は
だ
れ
の
口
の
中
に
も
住
ん

で
い
て
な
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

予
防
に
は
こ
の
菌
が
好
む
砂
糖
を
制
限

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
砂
糖
分
や
食
べ
か
す
が
歯
の
ま
わ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
碓

に
長
時
間
つ
か
な
い
よ
う
に
、
飲
食
後

は
口
を
す
N
ぎ
歯
を
清
潔
に
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　
飲
ん
で
も
よ
い
か
ら
小
さ
い
う
ち
か

　
　
じ
　
　
　
　
　
　
　
し

ら
、
ウ
ガ
イ
　
の
習
慣
ま
た
は
歯
み
が

き
の
習
慣
を
つ
け
て
下
さ
い
。
こ
ど
も

に
ば
か
り
さ
せ
な
い
で
家
中
み
ん
な
で

や
り
ま
し
ょ
う
。

　
歯
み
が
き
の
ク
リ
ー
ム
に
は
、
甘
味

や
化
学
物
質
が
入
っ
て
い
ま
す
か
ら
、

余
り
た
く
さ
ん
つ
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
毎
日
入
浴
し
鏡
に
向
っ
て
お

化
粧
す
る
よ
う
に
、
歯
も
時
間
を
か
け

て
き
れ
に
し
て
下
さ
い
。

　
虫
歯
の
な
い
児
の
母
親
は
料
理
が
上

手
だ
と
い
わ
れ
ま
す
。
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
検
診
の
結
果
、
ニ
オ
児
で
虫
歯
の
無

い
児
は
十
人
、
三
オ
児
で
は
八
人
で
し

た
。
な
お
、
昨
年
は
ニ
オ
児
該
当
、
本

年
は
三
オ
児
該
当
で
検
診
を
受
け
た
同

じ
幼
児
に
つ
い
て
の
結
果
は
、
昨
年
虫

歯
の
な
い
児
二
十
一
人
が
一
年
後
に
は

六
人
に
減
少
し
て
お
り
考
え
さ
せ
ら
れ

る
問
題
で
す
。

　
幼
児
期
の
虫
歯
予
防
と
合
せ
て
一
家

揃
っ
て
の
健
康
な
歯
づ
く
り
を
お
す
N

め
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
い

　
　
　
て

　
　
　
れ
　
。

　
　
　
さ
す

　
　
　
配
で

　
　
　
、

守・無料です。☆
・母子問題・老人問題・その他心蓉

さい。相談を受ける方は民生委員r

守
揖

厳
聴
桝

密
臆
瀟

　　　　☆秘
生活苦・家庭不和・

ることがありました

談相とご配心

毎週金曜日午前9時から11時30分まで
渋海荘松代町松代老人憩の家

き
ろ

　
こ

と
　
と



　
昨
年
末
、
清
水
校
児
童
・
生
徒
の
み

な
さ
ん
か
ら
、
次
の
手
紙
と
一
緒
に
四

万
八
千
三
百
円
の
寄
附
が
あ
り
町
社
会

福
祉
協
議
会
で
お
預
り
し
て
お
り
ま
す
。

　
児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
向

ど
お
り
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

で
、
感
謝
の
気
持
を
広
報
ま
つ
だ
い
を

通
し
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
　
　
　
（
松
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

　
　
　
　
清
水
校
児
童
生
徒
会

　
わ
た
し
た
ち
の
児
童
生
徒
会
に
、
購

売
委
員
会
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
そ
の

収
益
が
約
十
一
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
お
金
で
、
来
年
度
は
中
学
校
が
統

合
し
て
し
ま
い
小
学
校
だ
け
に
な
る
の

で
伺
か
残
し
て
や
り
た
い
と
考
え
、
ス

キ
ー
用
具
を
購
入
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
必
要
な
用
具
は
す
べ
て
購

入
し
た
の
で
す
け
れ
ど
も
、
い
く
ら
か

お
金
が
残
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
児
童
生
徒
の
み
ん
な
に
聞

い
た
と
こ
ろ
、
「
身
体
障
害
者
な
ど
の

と
こ
ろ
に
寄
附
を
し
よ
う
。
」
と
い
う

考
え
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
を
生
徒
会
で

話
し
合
っ
た
結
果
、
そ
う
す
れ
は
お
金

も
有
効
に
使
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
で
寄
附
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
私
達
は
、
暮
れ
も
近
く
な
っ

た
こ
と
だ
か
ら
、
身
体
障
害
者
を
含
め

た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
」
に
協
力
し
よ

う
と
言
う
こ
と
で
、
こ
こ
に
四
万
八
千

三
百
円
を
寄
附
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

．
．
．
O
．
．
．
0
．
．
．
O
。
・
・
O
・
・
。
O
。
・
。
O
・
。
・
O
…
O
。
・
。
O
…
O

　
　
］
O
O
円
（
黄
色
）

　
　
　
公
衆
電
話
設
置

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
松
代
町
松
文
堂
書
店
店
頭
に
ボ
ッ
ク

ス
型
一
〇
〇
円
（
黄
色
）
公
衆
電
話
を

設
置
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
て
ご
利
用
下
さ
い
。

・
一
〇
円
硬
貨
一
〇
枚
、
一
〇
〇
円
硬

　
貨
九
枚
が
同
時
に
投
入
で
き
ま
す
。

・
一
〇
円
と
一
〇
〇
円
を
同
時
に
投
入

　
さ
れ
ま
す
と
、
一
〇
円
硬
貨
が
先
に

　
収
納
さ
れ
ま
す
。

・
一
〇
〇
円
硬
貨
が
収
納
さ
れ
ま
す
と

　
昭
和
五
十
三
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
税

金
の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
は

二
月
十
五
日
以
前
で
も
受
付
け
て
お
り

ま
す
。
早
く
申
告
す
れ
は
、
税
金
の
還

付
も
早
く
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
税
金
が
還
付
さ
れ
る
人
は
…
…

　
　
　
　
　
①
住
宅
を
新
築
し
た
り
、

＿＿＿7叩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
　
新
築
住
宅
を
買
っ
た
人

②
病
気
な
ど
の
た
め
、
多

　
額
の
医
療
費
を
支
払
っ

　
た
人

　
な
お
、
還
付
金
は
最
寄
り
の
郵
便
局

で
受
取
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

金
額
が
三
万
円
以
上
の
と
き
は
、
銀
行

な
ど
の
預
金
口
座
に
振
込
ん
で
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。
申
告
書
に
受
取
る

銀
行
の
預
金
口
座
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。
受
取
り
に
出
向
く
手
数
が
は
ぶ
け

て
大
変
便
利
で
す
。

　
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

⑤
源
泉
徴
収
さ
れ
た
原
稿
料
や
、

　
な
ど
の
収
入
が
少
額
で
、

　
所
得
も
少
な
い
人

⑥
予
定
納
税
の
あ
る
人
で
、
確
定
申
告

　
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
人

　
．
．
．
…
な
ど
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
必
要
な
条
件
が
あ
り
ま
す
か
ら

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
て

　
損
害
を
受
け
た
人

④
五
十
三
年
の
中
途
で
退

　
職
し
、
年
末
調
整
を
受

　
け
な
か
っ
た
人

　
　
　
　
　
　
　
　
配
当

　
　
　
　
　
　
そ
の
他
の

　
ス
　
ポ
　
ッ
　
ト

　
ー
税
の
相
談
は
お
気
軽
に
ー

税
の
相
談
は
無
料
で
す
。

税
の
相
談
は
電
話
で
も
結
構
。

…
税
務
署
・
税
務
相
談
室
へ
！

　
ス
　
ポ
　
ッ
　
ト

　
ー
贈
与
税
は
二
月
一
目
か
ら
ー

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
二
月

一
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
。

　
親
か
ら
土
地
を
も
ら
っ
た
方
な

ど
は
、
申
告
を
お
忘
れ
な
く
。

　
つ
り
銭
は
も
ど
り
ま
せ
ん
。

・
一
〇
円
と
一
〇
〇
円
の
投
入
口
が
あ

り
ま
す
の
で
投
入
を
ま
ち
が
わ
な
い

で
下
さ
い
。

・
受
話
器
を
上
げ
て
少
し
時
間
を
お
い

　
て
か
ら
硬
貨
を
投
入
し
て
下
さ
い
。

す
ぐ
に
入
れ
ま
す
と
、
硬
貨
が
も
ど

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
電
話
番
号
新
設
・
変
更
◎

　
十
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
間
に
新
設

・
変
更
に
な
っ
た
電
話
番
号
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

新
設

　
蓬
平
分
校
教
員
住
宅
七
ー
九
四
四
〇

竹
所
生
活
改
善

　
　
　
セ
ン
タ
ー

　
田
沢
公
民
館

　
善
屋
製
麺
所

　
　
　
松
代
工
場

変
更

若
井
武
徳
　
　
（
松
代
）

八
ー
四
三
八
六

七
－
七
五
四
三

七
ー
二
五
五
六

七
ー
二
三
八
四

本
山
豊
樹

柳
屋
建
築

万
羽
卓
司

山
賀
　
努

　
　
　
　
　
　
（
太
平
）

教
職
員
独
身
寮
（
新
田
）

市
川
賀
長
治
（
田
沢
）

蓬
平
分
校

莇
平
分
校

下
山
分
校

宮
沢
広
一
郎
（
下
山
）

関
谷
源
次
郎

若
月
熊
次

井
上
製
作
所

小
山
敏
男

宮
沢
昌
次

津
幡
竜
峰

小
林
周
治

小
堺
博
文

井
上
政
敏

菅
井
和
義

佐
藤
靖
夫

小
堺
正
夫

鈴
木
益
夫

　　ノヘ　ハ　ノヘノヘノヘ　メヘ　　　　　 　　　　メヘ　　オヘハ　ハ
　松．室名寺儀．蒲．下　　　田薪太．．．．．．松
　代　野平田明　生　山　　　沢田平　　　　　　代
　））））））））））　　　　　　））））））））））
　七八八七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
　l　l　l　l　l　l　l　l　l　i　l　l　i　l　l　l　i　l　l　l　l　l　l
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新
年
囲
碁

　
　
　
　
大
　
会

　
新
年
恒
例
の
囲
碁
大
会
が
一
月
七
日

公
民
館
主
催
で
総
合
セ
ン
タ
ー
を
会
場

に
し
て
二
十
二
名
の
参
加
で
各
ブ
ロ
ッ

ク
で
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
プ
ロ
ッ
ク

　
優
勝
　
武
石
文
雄
（
松
代
高
校
）

　
2
位
　
新
井
輝
夫
（
桐
山
小
学
校
）

　
3
位
　
斉
木
賢
秀
（
農
　
協
）

B
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
勝
　
丸
山
恵
一
（
山
平
郵
便
局
）

　
2
位
　
遠
藤
春
治
（
松
代
高
校
）

　
3
位
　
高
橋
幸
平
（
松
代
町
役
場
）

G
ブ
ロ
ッ
ク

　
優
勝
　
佐
藤
行
男
（
松
代
町
役
場
）

　
2
位
　
若
狭
昭
夫
（
松
代
法
務
局
）

　
3
位
　
熊
倉
康
平
（
松
代
高
校
）

冬の感電事故にご注意
　　　　東北電力からのお願い

　
雪
お
ろ
し
の
時
は
引
込

線
や
ト
ラ
ン
ス
な
ど
に
雪

を
あ
て
な
い
よ
う
に
。

　
ま
た
、
電
線
や
ト
ラ
ン

ス
に
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
、

タ
コ
を
あ
げ
る
時
は
電
線

の
な
い
広
場
で
あ
げ
る
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
公
㌔
α
ン
’

　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
々
　
　
　
へ
、

東
北
電
力
株
式
会
社

　
　
　
松
代
出
張
所

T
E
L
　
　
七
－
二
〇
二
〇

⇔
お
年
玉
抽
せ
ん
会

　
　
一
月
三
十
一
日
⇔

◇
賞
晶
引
換
え

　
　
　
二
月
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
八
月
四
日
ま
で

　
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
の
抽
せ
ん

会
は
、
一
月
三
十
一
日
に
行
い
ま
す
。

当
せ
ん
番
号
は
、
全
国
の
郵
便
局
に
掲

示
す
る
ほ
か
、
報
道
機
関
を
通
じ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
お
年
玉
賞
品
の
引
換
え
は
、

二
月
五
日
か
ら
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

お
早
目
に
お
近
く
の
郵
便
局
で
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。
賞
品
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
記

四三二一
等等等等

ラ
ジ
オ
付
テ
レ
ビ

ポ
ケ
ッ
ト
カ
メ
ラ

手
紙
セ
ッ
ト

お
年
玉
切
手
シ
ー
ト

●
　
交
換
で
き
ま
す
。

　
　
書
き
損
じ
た
郵
便
は
が
き

　
書
き
損
じ
た
り
、
汚
し
た
り
、
誤
っ

　
　
　
ぺ

て
印
刷
し
た
り
し
た
官
製
は
が
き
や
郵

便
書
簡
（
ミ
ニ
レ
タ
ー
）
な
ど
は
、
次

表
に
よ
る
手
数
料
で
新
し
い
も
の
と
交

換
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
料
額
印
面
（
郵
便
切
手
に

相
当
す
る
部
分
）
を
汚
し
た
り
、
傷
つ

け
た
り
し
た
も
の
は
交
換
で
き
ま
せ
ん
。

　
交
換
手
数
料
（
一
枚
に
つ
き
）

通
常
は
が
き

三
円

往
復
は
が
き

六
円

郵
便
書
簡
（
ミ
ニ
レ
タ
ー
）

六
円

航
空
書
簡
（
エ
ロ
グ
ラ
ム
）

十
円

⇔
少
林
寺
ス
キ
ー
場

　
　
に
ナ
イ
タ
ー
・
休

　
　
憩
小
屋
が
完
備
⇔

　
青
年
層
や
、
ス
キ
ー
愛
好
者
な
ど
か

ら
の
強
い
要
望
で
区
等
な
ど
の
ご
協
力

で
、
十
二
月
二
十
四
日
に
少
林
寺
ス
キ

ー
場
に
ナ
イ
タ
ー
設
備
と
、
休
憩
小
屋

が
完
備
さ
れ
ま
し
た
。
夜
で
も
楽
し
く

滑
ら
れ
ま
す
。

●
　
但
し
次
の
点
に
注
意
し
て
楽
し
く

　
滑
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
　
ナ
イ
タ
ー
時
間
は
、
四
時
半
か
ら

　
九
時
ま
で
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

一
、
　
最
後
の
人
は
か
な
ら
ず
電
源
を
切

　
っ
て
お
り
る
こ
と
。

一
、
　
休
憩
小
屋
の
火
の
始
末
は
責
任
を

　
も
っ
て
や
る
こ
と
。

※
ナ
イ
タ
ー
の
電
源
は
少
林
寺
の
石

　
段
を
登
っ
て
左
側
の
電
柱
に
ス
イ
ッ

　
チ
が
あ
り
ま
す
。

※
休
憩
小
屋
に
は
鍵
が
か
か
り
ま
す

　
の
で
使
用
す
る
時
は
次
の
所
か
ら
借

　
り
て
く
だ
さ
い
。

　
．
松
代
小
学
校
　
　
・
松
代
中
学
校

　
．
松
代
高
校
　
　
・
鈴
木
孝
雄
　
・
若

　
松
園
　
．
少
林
寺

昭
和
54
年
度

高
田
南
城
高
等
学
校

　
　
　
通
信
生
徒
募
集

　
働
き
な
が
ら
主
と
し
て
自
分
で
受
け

る
通
信
教
育
に
よ
っ
て
、
高
校
卒
業
の

資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆
　
入
学
資
格
…
中
学
卒
（
見
込
）
ま

　
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の
学
歴
の
人

　
年
令
・
性
別
に
制
限
な
し

☆
　
募
集
コ
ー
ス
…
卒
業
コ
ー
ス
（
普

　
通
科
）
科
目
別
コ
ー
ス
（
自
分
の
好

　
き
な
科
目
だ
け
履
修
す
る
）

☆
願
書
受
付
…
二
月
二
十
一
日
～
四

　
月
十
日

☆
　
授
業
料
…
無
料

☆
教
科
書
…
無
償
（
科
目
別
は
有
償
）

※
入
学
案
内
…
願
書
請
求
は
6
0
円
切

　
手
同
封
の
上
、
左
記
へ
。

〒
九
四
三

　
上
越
市
南
城
町
三
丁
目
三
の
八

　
県
立
高
田
南
城
高
等
学
校
通
信
制

T
E
L
　
上
越
（
〇
二
五
五
）
二
四
～

　
　
　
　
〇
五
二
三
（
教
務
室
）

　
手
紙
は
…
…
…
’

◇
夫
婦
の
愛
情
を
深
め
ま
す
。

◇
親
子
の
対
話
を
広
げ
ま
す
。

◇
料
金
が
安
く
て
す
み
ま
す
。

◇
く
り
か
え
し
読
ま
れ
ま
す
。

・
手
紙
は
字
の
上
手
、
下
手
で
は
な
い

の
で
す
。
心
を
こ
め
た
便
り
が
嬉
し
い

の
で
す
。
手
紙
を
書
い
て
送
り
ま
し
ょ

う
o



襲
麗
魏
羅
難
翻
翻
羅
醗
韓
朧
鰯
鰯
麗
麗
鰯

羅
灘
　
　
職
　
灘
懸

灘
懸
霧
灘
懸
懸
灘
撚

灘
撚
灘
灘
難
欝
講
灘
欝
灘

麗
朧
麗
饗
朧
朧
麗
麗
朧
朧
朧
朧
朧
麗
鰯
朧

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
そ
の
2
〉

　
前
回
は
、
こ
の
制
度
の
発
足
の
経
過

を
中
心
に
申
し
上
げ
ま
し
た
の
で
、
今

回
は
保
安
要
員
の
身
分
や
、
保
安
要
員

に
や
っ
て
頂
く
業
務
を
中
心
に
述
べ
る

こ
と
に
い
た
し
ま
す
。

　
先
ず
身
分
は
、
地
方
公
務
員
法
第
三

条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
職
の
臨
時

非
常
勤
の
嘱
託
員
と
な
り
、
町
長
が
委

嘱
す
る
町
の
特
別
職
で
あ
り
ま
す
。

　
従
っ
て
指
定
さ
れ
た
保
安
要
員
業
務

中
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
公
務
災
害
保

償
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
保
安
要
員
の
委
嘱
に
つ
い
て
は
部
落

の
住
民
か
ら
選
任
さ
れ
た
方
を
町
長
が

委
嘱
す
る
方
法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
保
安
要
員
の
一
般
的
資
格

と
し
て
は
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

一
、
　
年
令
は
二
十
オ
か
ら
お
お
む
ね
五

　
十
五
オ
ま
で
と
す
る
。

二
、
　
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
に
規
定

　
す
る
一
般
職
員
の
欠
格
条
項
に
該
当

　
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

三
、
　
心
身
共
に
健
全
で
あ
っ
て
保
安
要

　
員
の
任
務
を
担
当
す
る
に
足
る
知
識
、

　
能
力
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

　
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
次
に
保
安
要
員
の
勤
務
条
件
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
と
、
原
則
的
に
は
町

長
の
指
示
の
も
と
に
指
定
さ
れ
た
業
務

に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
が
、
日
常
は

特
別
な
指
示
の
な
い
限
り
、
配
置
さ
れ

た
集
落
に
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
指
定

さ
れ
た
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

設置予定保安要員一覧表

　
保
安
要
員
そ
の
業
務
分
掌
は
、
一
日

当
り
の
就
業
時
聞
を
五
時
間
か
ら
八
時

間
と
し
、
一
ケ
月
に
二
十
五
日
稼
働
す

る
こ
と
を
標
準
に
設
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　
保
安
要
員
が
行
な
う
業
務
は
、
－
の

指
定
業
務
、
2
の
そ
の
他
の
業
務
の
二

つ
に
分
け
ら
れ
、
具
体
的
に
は
、
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

上
　
指
定
業
務
（
保
安
要
員
が
主
と
な

　
っ
て
行
な
う
業
務
）

一
、
道
路
圧
雪

　
人
力
又
は
雪
上
車
等
に
よ
る
圧
雪
と

こ
れ
に
付
帯
す
る
業
務

　
（
付
帯
業
務
と
は
、
機
械
の
整
備
、
圧

雪
路
の
整
備
、
道
路
標
識
の
整
備
、
障

害
物
除
去
、
な
だ
れ
危
険
箇
所
通
報
、

小
規
模
の
雪
庇
お
と
し
と
な
だ
れ
処
理
、

橋
り
よ
う
除
雪
、
雪
路
パ
ト
ロ
ー
ル
、

除
圧
雪
車
の
誘
導
等
）

二
、
　
生
活
保
護
世
帯
等
の
除
雪

　
生
活
保
護
世
帯
、
老
人
世
帯
、
心
身

障
害
者
世
帯
等
要
援
護
世
帯
の
除
雪
協
力

三
、
　
急
患
対
策

　
急
患
の
輸
送
、
往
診
医
師
の
送
迎
に

対
す
る
協
力

a
　
そ
の
他
の
業
務

　
保
安
要
員
が
ー
の
指
定
業
務
を
実
施

し
て
な
お
余
力
が
あ
る
場
合
、
又
は
繁

急
の
場
合
、
町
又
は
部
落
の
要
請
に
よ

り
協
力
す
る
業
務
と
し
て
次
の
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
、
　
公
共
施
設
の
除
雪

　
集
落
住
民
が
利
用
す
る
学
校
、
公
民

館
、
保
育
所
、
老
人
ホ
ー
ム
、
診
療
所
、

消
防
施
設
（
小
屋
、
消
火
栓
、
用
水
池
）

二
、
　
公
共
的
施
設
の
除
雪

　
部
落
集
会
所
、
部
落
共
同
利
用
施
設

三
、六五四、

、、

出
稼
世
帯
の
除
雪

児
童
送
迎

生
活
必
需
物
資
の
輸
送

学
校
給
食
物
資
の
輸
送

七
、
　
そ
の
他

　
こ
の
よ
う
に
数
多
く
の
業
務
内
容
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
そ
の
他
の
業
務

に
つ
い
て
は
、
前
述
の
と
お
り
ー
。
の
雪

路
開
設
等
指
定
業
務
に
支
障
を
き
た
さ

ず
、
又
過
度
的
な
重
労
働
に
な
ら
な
い

範
囲
で
、
実
施
さ
れ
る
よ
う
関
係
区
長
、

保
安
要
員
、
町
の
三
者
で
協
議
し
な
が

ら
推
進
さ
れ
ま
す
。

　
又
、
公
共
施
設
等
の
除
雪
は
、
保
安

要
員
の
余
力
だ
け
で
賄
い
得
る
も
の
で

は
な
く
、
従
来
か
ら
部
落
民
の
共
同
責

任
と
し
て
、
共
同
作
業
に
よ
り
実
施
さ

れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
豪
雪
地
に
住
む
住
民
と
し
て
、
こ
の

慣
習
は
重
要
で
あ
り
、
今
後
共
継
続
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
生
活
保
護
世
帯
等
要
援
護
世
帯
の
除

雪
協
力
に
つ
い
て
は
、
求
援
世
帯
が
、

区
長
を
通
じ
て
応
援
を
要
請
し
て
頂
き

ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
生
活
保
護
世
帯
か
ら
も

除
雪
賃
金
を
支
払
っ
て
頂
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。

　
以
上
が
保
安
要
員
が
行
な
う
原
則
的

な
業
務
内
容
で
あ
り
ま
す
。

　
き
び
し
く
永
い
冬
期
間
、
事
故
の
な

い
よ
う
部
落
民
一
人
一
人
が
注
意
し
、

助
け
合
っ
て
頂
く
こ
と
は
勿
論
で
す
が

万
一
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
事
故
の
未

然
防
止
に
つ
い
て
も
保
安
要
員
の
積
極

的
な
活
動
に
よ
っ
て
、
部
落
民
の
安
全

と
、
生
活
環
境
の
維
持
向
上
が
図
ら
れ

る
事
業
効
果
を
上
げ
る
べ
く
、
関
係
者

各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
保
安
要
員
諸
氏
に
お
か
れ
て
は
、
危

険
を
伴
な
う
作
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、

絶
対
事
故
の
な
い
よ
う
、
万
全
を
期
し

な
が
ら
、
住
民
の
心
の
支
え
と
な
っ
て

そ
の
期
待
に
応
え
る
ご
活
躍
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

集落名 保安要員名 鈴 電話番号

下　山

同

宮沢　　昌次

山賀新一郎

50 7－2554

41 7－9644

海　老 若月幸一一郎 28 7－9739

東　山 山岸　　正男 59 7－9762

片桐山 山岸　　丈孔 51 7－2155

滝　沢 佐藤　　文夫 32 7－7551

苧　島 柳　　　貞治 30 7－7228

中　子 斎木　　正孝 19 7．7196

桐　山

同

小山　　徳一一・

片桐　　良夫

40 7－9587

58 7－2347

田　代

同

若月　　栄一

若井　　公一

45 7－9631

48 7－2292

莇　平

小　貫

高橋　　重春

小山　　　弘

30 7－8232

41 7－8266

寺　田

諏訪峠

井上　　哲治

桜沢　　一郎

59 7－8768

52 7－8554

蒲　生 山岸　　利義 54 7－8279

同 小堺　　恵一一 52 7－2737

田之倉 斎藤仁三郎 59 7－2154

仙　納 池田　豊平 53 7－8189

名　平 武田　　金一 63 7－8312

濁 佐藤　　金作 63 8－4423

竹　所 五十嵐信夫 54 8－4382

菅　刈 高橋　　一雄 58 7－7356
（7）
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噸
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芸し
ぶ
み
句
会

着
4

　
　
輿

十
二
月
九
日

於
　
紅
茶
居

重
き
空
冬
浪
猛
き
親
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

境
内
の
け
や
き
落
葉
し
て
太
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

　
　
　
　
　
と

ガ
ラ
ス
戸
に
翔
ん
で
は
落
ち
る
冬
の
蝿

枯
葉
道
村
を
見
お
ろ
す
所
ま
で

山
峡
の
北
窓
ふ
さ
ぐ
家
続
く

雪
の
来
る
き
ざ
し
よ
カ
ラ
ス
鳴
き
さ
わ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
う

音
た
て
て
二
転
三
転
朴
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

雪
を
置
く
　
や
ぶ
雪
椿
っ
や
活
か
す

雪
荒
れ
や
傘
傾
け
て
足
早
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

入
口
は
こ
の
家
も
同
じ
雪
囲
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

野
仏
の
前
だ
れ
濡
ら
し
　
初
雪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

あ
つ
か
ん

熱
燗
や
シ
ョ
ッ
ツ
ル
鍋
の
味
も
よ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
　
史

野
地
蔵
の
笠
も
新
し
年
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

鶏
足
山
大
き
く
み
せ
て
初
雪
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
　
舟

ど
の
家
も
漬
物
う
ま
し
雪
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

席
題
「
闇
汁
」

車
座
に
句
座
を
直
し
て
闇
の
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

闇
汁
の
七
升
鍋
に
十
三
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

闇
汁
の
椀
を
は
み
だ
す
大
藍
甥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

雪
降
り
坊
主
と
言
う
大
き
の
こ
口
に
入

る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

闇
汁
や
色
鮮
か
な
か
ぶ
ら
漬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

闇
汁
に
鯉
の
刺
身
が
花
を
添
え

公か静　茶さ熊　紅　立

明　風　水ぐ夫　茶　石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
夫

闇
汁
の
具
に
家
中
が
協
力
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

闇
汁
に
具
と
句
帳
と
を
携
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
瀞
　
舟

闇
汁
の
道
す
が
ら
句
も
中
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗
　
史

闇
汁
や
　
心
と
け
あ
う
こ
の
ま
ど
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶
　
水

闇
汁
や
お
そ
る
お
そ
る
も
楽
し
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
く
ら
じ
る

よ
く
も
ま
あ
喰
い
も
喰
っ
た
り
盲
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

茎
漬
の
も
て
な
し
う
れ
し
深
雪
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

タ俳句ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
　
仙

元
朝
の
一
の
字
新
た
年
始
め

晴
れ
晴
れ
と
初
日
を
拝
み
年
新

年
酒
に
酔
ふ
て
今
年
も
寝
正
月

初
詣
で
宮
よ
り
燈
火
も
ら
い
来
し

元
朝
に
友
の
句
床
に
吊
し
け
り

御
年
玉
一
人
二
人
と
孫
か
ぞ
い
・

お
正
月
晴
着
姿
形
も
三
ケ
日

　
～
年
の
暮
～

小
銭
い
を
千
両
は
ず
ん
で
万
両
買
い

年
の
暮
風
花
舞
ふ
に
障
子
張
り

癬
掃
き
は
今
は
昔
の
物
が
た
り

晦
日
蕎
麦
た
べ
つ
つ
今
年
を
ふ
り
か
え

り
家
内
じ
う
今
年
も
達
者
で
晦
日
蕎
麦

　
　
　
　
ぱ
な

翁
ど
も
水
漢
た
ら
し
て
注
連
作
り

一
種
の
茶
の
花
鉢
に
植
い
て
見
し

「
年
末
・
年
始
五
題
」

　
　
　
　
　
　
　
下
山
古
稀
老

雀
一
羽
ね
ぐ
ら
に
つ
き
し
目
に
た
ち
て

　
　
　
　
薙
臣
も
わ
か
ぬ
雪
の
夕
暮
れ

水
道
の
も
れ
し
た
＼
り
も
と
ぎ
れ
な
り

　
　
　
　
も
の
み
な
甦
雪
ず
雪
積
る
夜
は

猟
銃
の
音
の
み
一
つ
こ
だ
ま
し
て

　
　
　
し
ず
か
に
暮
れ
る
山
ひ
だ
の
村

物
か
げ
も
さ
や
か
に
見
ゆ
る
張
り
た
て
の

　
　
　
　
　
　
障
子
明
る
く
年
改
ま
る

今
限
り
還
ら
ぬ
今
を
惜
み
つ
＼

　
　
　
息
づ
ま
る
ご
と
除
夜
の
鐘
き
く

（8）

　
歩
道
を
歩
く

　
　
　
　
（
五
月
～
十
二
月
）

　
　
　
　
　
　
　
西
潟
ま
さ
を

難
聴
の
耳
を
そ
は
た
て
聞
き
入
り
ぬ
今

朝
の
初
め
て
の
ほ
と
と
ぎ
す
故

』
か
ら
か
さ
に
降
る
雨
の
音
な
つ
か
し
く

か
ら
か
さ
を
さ
し
て
歩
道
を
歩
く

二
つ
三
つ
雨
蛙
の
子
も
出
て
あ
そ
ぶ
お

ど
か
さ
ぬ
よ
う
よ
け
て
通
り
ぬ

草
む
ら
に
ひ
る
顔
さ
け
り
ひ
っ
そ
り
と

さ
さ
や
く
ご
と
く
二
つ
よ
り
そ
い

ひ
る
顔
の
花
を
見
て
ふ
と
停
め
り
遠
い

何
か
が
想
い
出
さ
れ
て

新
調
の
大
鼓
の
た
た
き
初
め
と
言
う
思

わ
ぬ
役
目
今
日
果
し
た
り
（
八
月
十
五

日
）何

か
知
ら
は
く
ぜ
ん
と
し
た
不
安
を
感

ず
昏
れ
近
き
小
雨
の
庭
を
見
て
居
て

さ
ま
ざ
ま
の
花
を
咲
か
せ
て
人
が
住
む

其
花
を
見
つ
つ
吾
は
散
歩
す

さ
ん
し
ょ
う
の
葉
を
食
い
育
つ
虫
も
あ

り
成
長
す
れ
は
何
に
な
る
の
か

す
が
れ
た
る
草
爽
竹
桃
の
茎
へ
来
て
羽

を
や
す
め
る
赤
と
ん
ぼ
ひ
と
つ

葉
の
か
げ
に
か
く
れ
る
ご
と
く
茶
の
花

咲
け
り
十
一
月
も
半
は
を
す
ぎ
ぬ

仏
滅
と
言
ふ
日
静
か
に
雨
降
れ
り
こ
も

り
て
歌
の
本
な
ど
を
読
む

三
枚
五
枚
降
る
ご
と
く
お
ち
る
柿
の
葉

を
黙
念
と
見
て
居
る
た
だ
黙
念
と

鐵
髄
鞭
調
鵬
…
鞭
灘
難

翻職

覇
響
躍
翻
騨
翻

　
　
　
　
松
代
電
報
電
話
局
よ
り

　
最
近
、
ハ
ン
タ
ー
に
よ
る
電
話
の
障

害
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン
タ

ー
の
皆
様
、
電
話
線
な
ど
に
向
っ
て
発

砲
し
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。


